
五
六
二
年
、
大
伴
連
狭
手
彦
が
百
済
か
ら
知
聡
を
伴
っ
て
帰
国

し
た
。
知
聡
は
明
堂
図
、
本
草
害
な
ど
医
書
一
六
四
巻
を
持
参
し

た
・
こ
の
時
か
ら
我
が
国
の
鍼
灸
術
は
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
治
効
理
論
は
「
黄
帝
内
経
」
に
基
づ
き
、
陰
陽
、
虚
実
、

表
裏
、
寒
熱
の
証
を
見
て
、
と
り
わ
け
虚
実
に
対
し
て
経
絡
、
経

穴
部
位
に
鍼
灸
の
補
潟
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
八
七
四
年
以
降
は
医
師
の
資
格
は
西
洋
医
学
を
お
さ
め
た
人

だ
け
に
与
え
ら
れ
た
の
で
、
西
洋
医
学
の
立
場
か
ら
の
鍼
灸
の
治

効
理
論
が
必
要
と
な
っ
た
。
以
下
こ
の
方
面
の
研
究
を
行
っ
た
人

の
名
を
あ
げ
て
、
そ
の
業
績
を
検
討
す
る
。

①
大
久
保
適
斎
群
馬
県
医
学
校
長
。
一
八
九
二
年
鍼
灸
は
神

経
刺
激
術
で
あ
り
、
殊
に
交
感
神
経
節
の
刺
激
が
反
射
的
に
興
奮

を
拡
げ
て
行
く
と
し
た
。
内
臓
の
直
接
刺
鍼
も
神
経
刺
激
と
し
て

４
鍼
灸
・
治
効
理
論
の
変
遷

高
島
文
一

効
果
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

②
三
浦
謹
之
助
二
八
六
四
～
一
九
五
○
）
東
大
内
科
教
授
。
樫

田
、
原
田
と
共
に
施
灸
に
よ
り
、
家
兎
の
毛
細
血
管
が
縮
小
し
、

次
い
で
拡
張
す
る
こ
と
、
白
血
球
数
が
増
加
す
る
こ
と
、
蛙
の
腓

腹
筋
に
施
灸
す
る
と
一
時
的
筆
縮
を
た
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
実
験
し
た
。

③
後
藤
道
雄
京
大
小
児
科
に
て
皮
層
の
知
覚
過
敏
帯
を
研
究

し
、
一
九
二
年
経
穴
は
ヘ
ッ
ド
氏
帯
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
唱
え
た
。
ヘ
ッ
ド
氏
帯
に
鍼
灸
を
行
い
、
痛
覚
又
は
温
覚

を
与
え
る
時
は
反
射
的
に
ヘ
ッ
ド
氏
帯
に
一
致
す
る
内
臓
の
痙
痛

を
皮
層
に
誘
導
し
、
自
覚
的
の
障
害
を
軽
減
で
き
る
と
し
た
。

④
石
川
日
出
鶴
丸
（
一
八
七
七
～
一
九
四
九
）
京
大
生
理
学
教

授
。
経
穴
に
相
当
す
る
部
位
に
鍼
灸
を
ほ
ど
こ
す
と
自
律
神
経
を

介
し
て
神
経
性
調
整
機
転
な
り
液
性
調
整
機
転
の
お
こ
る
こ
と
を

実
証
し
た
。
ラ
ン
グ
レ
ー
の
自
律
神
経
遠
心
性
二
重
支
配
法
則
に

対
し
て
自
律
神
経
求
心
性
二
重
支
配
法
則
を
唱
え
た
。

⑤
山
下
清
吉
金
沢
大
学
病
理
に
て
一
九
三
○
年
頃
、
施
灸
に

よ
り
白
血
球
数
が
増
加
す
る
こ
と
、
白
血
球
勝
走
速
度
の
増
加
す

る
こ
と
、
白
血
球
負
食
の
増
加
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
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⑥
藤
井
秀
二
阪
大
小
児
科
に
て
一
九
二
○
年
代
、
小
児
鍼
を

行
う
と
初
期
に
血
管
は
収
縮
し
、
後
に
拡
張
す
る
こ
と
を
観
察
し
、

交
感
神
経
興
奮
が
ま
ず
お
こ
り
、
こ
れ
が
疲
労
す
る
と
副
交
感
神

経
興
奮
に
移
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

⑦
瀧
野
憲
照
京
大
法
医
学
に
て
一
九
三
○
年
代
に
施
灸
に
よ

り
、
体
温
が
上
昇
す
る
と
血
中
の
カ
リ
ウ
ム
は
増
加
し
カ
ル
シ
ウ

ム
は
減
少
す
る
が
、
体
温
が
下
降
す
る
と
反
対
に
、
カ
リ
ウ
ム
は

減
少
し
カ
ル
シ
ウ
ム
が
増
加
す
る
こ
と
を
観
察
し
た
。

⑧
笹
川
久
吾
（
一
八
九
五
～
一
九
六
八
）
京
大
生
理
学
教
授
。
一

九
五
五
年
頃
、
間
中
善
雄
と
共
に
、
家
兎
に
鍼
を
刺
入
し
留
置
す

る
と
、
血
中
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
増
加
し
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
減
少

す
る
が
、
時
間
が
経
過
す
る
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
減
少
し
カ
ル
シ

ウ
ム
は
増
加
す
る
こ
と
を
観
察
し
た
。
ま
た
、
中
谷
義
雄
と
共
に
、

皮
膚
の
電
気
抵
抗
を
測
定
し
、
電
気
抵
抗
減
弱
点
が
、
古
来
の
経

穴
と
一
致
す
る
こ
と
の
多
い
こ
と
を
実
証
し
た
。

⑨
木
村
忠
司
（
一
九
二
～
一
九
七
六
）
京
大
外
科
教
授
。
一
九

五
三
年
、
関
連
病
の
研
究
を
行
い
、
脊
髄
内
交
感
神
経
、
白
色
交

通
枝
、
境
界
索
の
交
感
神
経
節
の
連
絡
の
関
係
か
ら
上
肢
下
肢
へ

の
交
感
神
経
性
の
影
響
の
及
ぶ
部
分
が
、
そ
れ
ぞ
れ
小
指
側
で
あ

り
、
副
交
感
神
経
性
の
影
響
は
、
延
髄
、
仙
髄
中
枢
を
経
て
栂
指

側
に
及
ぶ
こ
と
よ
り
、
経
絡
と
い
う
概
念
が
そ
こ
か
ら
生
れ
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
示
唆
を
与
え
た
。

⑩
寺
田
文
次
郎
日
大
薬
理
で
一
九
五
二
年
頃
、
家
兎
に
施
鍼

し
て
、
そ
の
血
液
を
検
す
る
と
、
コ
ー
チ
ゾ
ン
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｈ
に
似

た
作
用
を
呈
す
る
こ
と
、
ま
た
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
性
、
抗
ア
セ
チ
ー

ル
コ
リ
ン
性
は
増
加
し
、
蛋
白
分
解
酵
素
も
増
加
す
る
こ
と
を
実

証
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
近
頃
は
脳
内
鎮
痛
物
質
と
し
て

の
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
、
エ
ン
ケ
フ
ァ
リ
ン
の
増
加
が
問
題
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

（
京
都
市
）
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